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第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の
進
行
並
び
に
家
庭
及
び
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
鑑
み
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
そ
の
他
の
子
ど
も
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
施
策
と

相
ま
っ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も
及
び
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
者
に
必
要
な
支
援
を
行

い
、
も
っ
て
一
人
一
人
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

（
基
本
理
念
）

第
二
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、
父
母
そ
の
他
の
保
護
者
が
子
育
て
に
つ
い
て
の
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
と
い

う
基
本
的
認
識
の
下
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
域
そ
の
他
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
全
て
の
構
成
員

が
、
各
々
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
相
互
に
協
力
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
内
容
及
び
水
準
は
、
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
す
る
よ
う
に
支
援
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
良
質
か
つ
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
総
合
的
か
つ
効
率

的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
町
村
等
の
責
務
）

第
三
条

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）は
、
こ
の
法
律
の
実
施
に
関
し
、
次
に
掲
げ
る
責
務
を
有
す
る
。

一

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
切
な
環
境
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
に

必
要
な
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
こ

と
。

二

子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
が
、
確
実
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
を
受
け
、
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を
円
滑
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
う
こ
と
。

三

子
ど
も
及
び
そ
の
保
護
者
が
置
か
れ
て
い
る
環
境
に
応
じ
て
、
子
ど
も
の
保
護
者
の
選
択
に
基
づ
き
、
多
様
な

施
設
又
は
事
業
者
か
ら
、
良
質
か
つ
適
切
な
教
育
及
び
保
育
そ
の
他
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
が
総
合
的
か
つ
効

率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
提
供
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
。

２

都
道
府
県
は
、
市
町
村
が
行
う
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
が
適
正
か
つ

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
に
対
す
る
必
要
な
助
言
及
び
適
切
な
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
の
う
ち
、
特
に
専
門
性
の
高
い
施
策
及
び
各
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
対
応
が
必
要
な
施
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
は
、
市
町
村
が
行
う
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
及
び
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
そ
の
他
こ
の
法
律
に

基
づ
く
業
務
が
適
正
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
と
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
提
供
体
制
の
確
保
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
必
要
な
各
般
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
事
業
主
の
責
務
）

第
四
条

事
業
主
は
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
係
る
多
様
な
労
働
条
件
の
整
備
そ
の
他
の
労
働
者
の
職
業
生
活
と
家

庭
生
活
と
の
両
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
雇
用
環
境
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
当
該
労
働
者
の

子
育
て
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
協
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
の
責
務
）

第
五
条

国
民
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
重
要
性
に
対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方
公

共
団
体
が
講
ず
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
義
）

第
六
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
子
ど
も
」
と
は
、
十
八
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

あ
る
者
を
い
い
、「
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
」
と
は
、
子
ど
も
の
う
ち
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
者
を
い

う
。

６

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
家
庭
的
保
育
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
九
項
に
規
定
す
る
家
庭
的
保
育
事
業

と
し
て
行
わ
れ
る
保
育
を
い
う
。

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
小
規
模
保
育
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
項
に
規
定
す
る
小
規
模
保
育
事
業

と
し
て
行
わ
れ
る
保
育
を
い
う
。

８

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
居
宅
訪
問
型
保
育
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
一
項
に
規
定
す
る
居
宅
訪
問

型
保
育
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
保
育
を
い
う
。

９

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
事
業
所
内
保
育
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
内
保

育
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
保
育
を
い
う
。

第
二
章

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付

第
一
節

通
則

（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
の
種
類
）

第
八
条

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
給
付
は
、
子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
及
び
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
と

す
る
。

第
二
節

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付

第
九
条

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
は
、
児
童
手
当
（
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
に
規
定

す
る
児
童
手
当
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
支
給
と
す
る
。

第
十
条

子
ど
も
の
た
め
の
現
金
給
付
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
児
童
手
当
法

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
節

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

第
一
款

通
則

（
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
）

第
十
一
条

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
は
、
施
設
型
給
付
費
、
特
例
施
設
型
給
付
費
、
地
域
型
保
育
給
付
費

及
び
特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
の
支
給
と
す
る
。

（
不
正
利
得
の
徴
収
）

第
十
二
条

市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
を
受
け
た
者
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴

収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
保
護
者
」
と
は
、
親
権
を
行
う
者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他
の
者
で
、
子
ど
も
を
現
に
監

護
す
る
者
を
い
う
。

第
七
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
と
は
、
全
て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
適
切

な
環
境
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体
又
は
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援
を
行
う
者

が
実
施
す
る
子
ど
も
及
び
子
ど
も
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
教
育
」
と
は
、
満
三
歳
以
上
の
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に
対
し
て
義
務
教
育
及
び
そ
の
後

の
教
育
の
基
礎
を
培
う
も
の
と
し
て
教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る

法
律
に
定
め
る
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
る
教
育
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
保
育
」
と
は
、
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
保
育
を
い
う
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
教
育
・
保
育
施
設
」
と
は
、
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提

供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
七
十
七
号
。
以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
六

項
に
規
定
す
る
認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
「
認
定
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。）、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二

十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
幼
稚
園
（
認
定
こ
ど
も
園
法
第
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
及

び
同
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
が
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
「
幼
稚
園
」
と
い
う
。）
及
び
児
童
福
祉
法
第

三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
保
育
所
（
認
定
こ
ど
も
園
法
第
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
も
の
及
び
同
条
第
九

項
の
規
定
に
よ
る
公
示
が
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
以
下
「
保
育
所
」
と
い
う
。）を
い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
型
保
育
」
と
は
、
家
庭
的
保
育
、
小
規
模
保
育
、
居
宅
訪
問
型
保
育
及
び
事
業
所
内

保
育
を
い
い
、「
地
域
型
保
育
事
業
」
と
は
、
地
域
型
保
育
を
行
う
事
業
を
い
う
。
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